公兰 s --"'■ 業務巧をだき巧巧おヒーター巧おす.直义お 
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【まを上のごを意】 

♦ご S 用になる前にまを上のごま C を頁くお R みにな y 正しくお a いください， 

♦ここに示したま黨事巧は、守5ないと、人さ事巧や物的后書、火災に B びつ<1义な巧客を拓震 
していまず。 

♦反み庭ねつた友とは、お任いになる方巧いつでちち5れる巧巧に巧管して<ださい。 

♦本概を宙 a される K は、おず巧 S 巧巧誉を巧けてお渡し<ださい》 

♦表示とちほ 


Aa 含 

巧用を聞違った«合に、人が巧亡、または、■•を«ラ fig • 巧的房 S • 义巧のち K なが想定 
される巧客を KE していまず《 

A 注意 ■ 

巧巧を田違った*合に人び1■書を11ラを P •巧-«的這*の巧をがさちされる巧客を表杞して 
います。 

• X •全^ま■の fl に E 賴した«巧でち、巧巧によっては■大な事巧にちびつくほ K 巧び巧 y ます。 

受をにご宙巧していただくために、いずれのま■ちた* r お守 y < ださい， 

• XD 巧上の盾 K についてすべての巧巧ちホ測することはでさません，ここに巧■したま ■« 巧ホ 
にち巧分な ES をしでご s 用<だない《 


■ E «0 n 

■ E « の ■» 

G 

K 比 

巧»の«化を巧しまブ> 

〇 


巧 • 指巧す3巧客ち巧し S す， 

A 

ま蠢 

注 IS 也子巧客を巧します， 


么■ち 

• ガソリン等の掃 A 巧の萬い巧は K 巧に使用しないでください6 flIR 事なや义おの 
原因とな y ます。 

Q 

• 巧角社のガスち巧生するちの（シンナー • ガソ y ン-し PG ) を«っている*所や、 
■いて友る*巧ではヒーターを»巧に使用しないで<だない，引火して！■発事泣や 
乂おを引さ B こすおそれホち y ます， 

G 

• a 用中は化プを n 的（1誇||に1〜2因）に M を巧い、巧 K なを A を補 M して 
ください。»»が巧をない*巧での宙吊はしないでください， M * 巧不足して 
不亮を«巧になん 一 M 化を*中霉になるおそれかち LJ まず， 

A 

•スプレーち等の奋晒客»を如熱しないでください，また、熱のさたるとこ3に 
スプレー宙等を■かないでください。スプレー宙等び! •« し、ケガをずる原因と 
な y まず。 

S) 

• ヒーターを宙用している場巧で、スプレー flMBWM しないでください，スプレー 
ちにち再されているガスには引火 S のちのが友ル火巧-爆巧〇窟 MI 方巧 y ます。 
また、スプレー » a の巧早により、不完ネ««ぞ巧く6•巧巧ちります> 

S) 

•巧«巧«麵（巧くずや木くず、酿«<ボ等）巧発をする*所ではち巧しないで 
ください。ヒーター巧にそれ5か B いをまれるとな!熱され、义の巧となって tt ま 
出され火災-やけどの原因にな yjBR です ♦ 

0 































么*吿 

-筋ま中や、巧ん W 30 分はぶお苗百巧に手など M れないよラにを■して<ださい。 
やけどのおそれが友 y ます。 

A 

.空 ft 西 y 入れ□や拍 MBS 塞げないでください • ■ぐと、異常 g 巧や义おの原因に 
な y まず A 

G 

-改這は絶巧にしないでください，巧 ■ • 义災の K 因にな LJ 大塞ち R です A 

G 

•雨や霞、水巧かかるところや、 a 度の■いとこ3では使用しないでください， 
s « ずるおそれびあ y ます> 

〇 

. な度やおを入れの»はおずスイッチ S 切 y 、 11込ブラクを巧いて行つてください， 
スイッチち入れたままな度-お手入れをすると雇電やちね A 事な巧 S 因とな y まず> 

〇 

- ■ B 中はヒーターにお子橡や MSB づけないでくだない* »つて！！ S れてやけどや 
ケガ在ずるおそれ巧ち y ます • 

0 

-扁义»巧ち3回 gy ちし行つてち«义しない R は、そ mtay 运しでのなん巧みは 
巧わないで < ださい， 

(S) 


A 注* 

• #» 中な 义 aiwit のため、ヒーターの巧くに«否■かないで< ださい，ヒーターの 
巧 熱《 巧巧 2. 5 miU 上、 Bft 巧入 □後方 Smut 上、上巧 巧 2 mlU 上、 Z ち 2 m 
iU 上の BUCll 持しでくださ lU 

〇 

•巧 MH の巧 2. SmlU 巧に 連へ い«巧■かないで<だない， ■««« や火巧の 
原 田にな yc す， 

〇 

•满れた手で操作しないで<だない， B 爾の»田とな y ます. 

G 

•樓禹が裏い巧 dODOmlU 上）では空気巧薄くな y 着义、««かでまないちさか 
友 y まずのでごま»くだない， 

A 

• 運6 中、 植 M の■子が■(かったり、におい、 9 等の興魚こ気巧いた時は、■ちに 
巧巧を中止し、店巧店に SH してくだない， 

A 

• ヒーターを住巧するとまは、巧面巧 M にな6ないよラにを意してください， 

义おの 頭 因にな y まず。 

A 

• ヒーターを揉なずる■は、0ず火を巧したな■で»»してください，火がついた 
まま»巧しまずと、6巧等によ y 、 やけど等のケガや义災の■因にな y ます。 

A 

• ヒーターの上に巧を■せないでくだない，义おの 原 B にな y ます。 


. ヒーターの巧!»«にダクト等をち R しないでください，異巧*巧や义染の届因に 
な y まず。 

S) 
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企ま居 

•ち迪時は必ず、ヒーターの通 K を信止し、ち义を g ちしてか6斤ってください。 
义がついたままち苗しますと、义災や事巧の原因にな LJ まず。 

〇 

•巧巧がなについたちは、せっけん等ですぐに巧い巧してくだない。皮■にを巧を 
起こす巧巧なびち y ます。 

A 

-宙用 M 口货巧に表示してちる«居でご使用くだか、表示« E ^ I ^でち用しますと、 
火災や異食な巧- • 巧«の原因にな y ます。 

A 

-届巧をはお巧にま巧して友る田及巧て•をず S 用してください > ち定外の) i 巧技で 
宙吊しまずと、異巧が巧-巧 ■ • 火災の原 S にな y 夫巧ち K です。 

A 

•B ■巧止のため、必プアース（巧巧） SR をしてご S 巧ください，ホ巧続での 
C 巧は、 S ■のおそれが巧 y ます， 

〇 

-タコ运 Eli はしないでくださ化 e « き具が苗！して火化になるおそれが友 y ます. 

S ) 

.*» コードは义巧に巧っで<だない，》込ブラクち巧<とさは、 ■» コード在 
巧たプに*込ブラヴ《巧って巧いでくだない* 

A 

•«»コードさ31ク9ク巧リ、巧 y 由げ巧リ、扣エしたリ、 fill にいでくだな八 
まを»導は載せないでくだない 《 «霉や、シ3—卜の■(因にな y まず， 

G 

- M 脚れ た EIMWA '5 と5ないでくださ八火班•か！- 汾が)历 になリ C も 

A 

• 巧食 • 手入れは化ブち义しで》么ブラブを抜いでか5行ラよラにしで<だない， 

S 爾のおそれびお y ます 《 

S ) 

• な« • 手入れをす9時に巧火■後は巧熱宙巧熱くなっでいるため、濟また坊«で 
巧ラよラにしでくだない，やけどをずるおそれが友 y まず， 

O 

• «巧 ■ れをしてる«をはすぐに使巧を比め E 巧巧に M しでくだない，引义サる 
おそれび友 y まず， 

Q 

• ホ义擁巧後は巧熱 H に■等を巧づけないでくだない，やけどのを K がお y ます， 

S ) 

• お义操巧 a は义巧壳をにちまたことを> 居ず るまで、 * れないでください， 

A 

• S 込プラグをコンむントに義し込©前に、スイッチ巧切れていることを«巧し、 

«用を S び毎«の»には、おずスイッチを切って*をプラグを巧いて<だない。 

A 

•宙用しないとミ、または；面がなし巧和こ保管してくだか、 
また雨や S 気のかかる«巧は避けてくだない。 

A 

• ft 巧 n ち用しないとま、または、 B ち•廃 S のちをは、おず g 污タンクのなをを 
巧いて空にしてください， 

A 
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么まき 

-ヒーター®用時の届囲ち度は、一20で〜40ででご宙冉くだない，届国のる度が 
40でな上にな y ますと、ヒーターがのみされ、巧!* .义災の■因にな y ます。 

〇 

•巧火する■は0ずスイッチを切 y 、 ヒーター*%まに居止してか5、さをプラグを 
巧いて<ださい，»をプラグを巧いてのち义はしないで<ださい。巧!* •义裝の 
■田とな y ます， 

〇 

-ヒーターは巧面び不 S をな*■巧、«巧している!■巧では S 吊しないで<ださい。 
また 、巧くに不 SStnmo 友る Wff >、 BB * l ^ ( so ) 、巧■の出入口では 
«巧しないで < ださい。 

〇 

. ヒーターは g の3いとこ3や、湿なのをいところ、话こ y やを厘巧の巧巧している 
«巧では度用しないでくださし、また、人の gttoom になさ場所では C 巧しないで 
<ださしレ 

〇 

• ヒーターをスポーツるち等、人やする!•巧で g 用する！•をにはヒーターに 
人や«巧当5ないよラ注■してご*巧ください， 

〇 

-ヒーターは■省に巧 ■ して№1しでくださ八不を巧置1ま絶巧にしないで 
ください* 

A 

-ヒーターを MS する1■をは、たプ西巧巧«爵を S 巧してくだない， 

〇 

-口 a(j 1 S 1 か la ホの注(ガソリン - 8 巧！!)巧 K 巧に sn しないでくだない， 

( S ) 

• SK 巧 a (ひと■巧ち■しの订巧や 、 S ■巧■か■巧に巧われでいないな a )、 

不 M な巧(水やオイル等巧巧 iU 外の»か S 入)の S 用はおやめ<だない> 檐 K の 
a ■や IUM «、 不 K をの顯田にな y « T « 

〇 

キザップをホした6、 ■ 莫に*めで<だない，麵め巧が H いと、な巧巧 
麵れで火おの蒙田にな y ます. 

A 

•巧■自動巧义«隱の巧 B 巧«をすると S に巧»»の ■■ を巧たないで<ださい《 
やけどします。 

A 


♦面巧ち « 巧巧で使用ずる•をは、1〜4ページの安を上のごま■の巧に、待に la 下のことに 
ま■してご住用くだない， 


么出* 

-家■巧ぶつかってヒーターを巧した y 、 ■した y すると义おの反因にな y ます。 
また、巧震装■び巧苗す运等の子用せめち乂によ y 、 家 B が X 巧するおそれ巧 
おりますので、ヒイ ー lea * がよラ WWFIC ■して、斗ザご巧 ■< だか 

〇 

• S い時面、忍 S に巧しますと、家 S が fiS やけど•度水な巧をおこすおそれが 
お y ます。ヒーターに JBRWfi ：? かないよ5、»*«投■して十分になち■くだない。 

〇 

-巧まわ5やお巧くプ巧の巧 »•» ミい*所では、»まわ6やおがく^^取リ»き、 
巧*®用の 2. 5 mE / 上の空固をおけ十分注意してご*用<ださい。 

〇 

• awt 巧不十巧にな5ないよラに、 1 BI ■じ1〜2回はる気してください，無人に 
な y ますと、る巧ホ不十分になル苗巧や中»を居こし、家畜サ巧 t ずるおそれが 
巧 y ます。 

〇 
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【仕様】 


巧 




す 

KH 已 一 1 15 

KH6-1 15 

C 




巧 

AC100V 50H 之 

AC100V 60HZ 

巧 
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■ 

力 

巧火 R:70W 燃巧 R:45W 





類 

巧おな-直火型 

巧 

义 


方 

巧 

S 店ぶ■な火方な 

な 


出 


力 

黄： 26. 3kW 

a ： 33. 8 kW 

巧 

巧 

巧 

II 

量 

黄： 2. 22L/h 

さ； 2. 目已 L/h 

巧 

巧夕 

ン 

ク客 

量 

3扫し 

m 

巧持 R K 

n 

B:ni7Kn 

さ：約13時面 

巧 

用 


m 

巧 

む巧 （J IS 1 音灯巧） 

m 


巧 


さ 

6edB (■な 1m EK1. 5m) 

■ 

巧ヒ 

ユ — 

ス 

3A (ゅ 5. 2mmx20mm) 

• 

S コ 

— 

ド ft 

さ 

ni. 

5m 

本 

巧 


ブ 

を 

W71OmmxD 700 mmxH970mm 

貢 




■ 

巧 33 kg 






巧■白 ft 篇义 《■ 






巧 B 巧 MSSB 

を 

を 


巧 

■ 

通な巧止 «■ 






通 貧 巧保 讓 8 醒 






房 《 ちを装 ■ 


XK さは巧 s 等のため、子含おく外11 • 仕巧を S 更すること巧お y まず， 


【アース（お地）】 

島■巧化のため、をブアース（隹巧） S 巧を 
してご宙用くだない。ま隹巧での*吊は、 
島■のおそれびあ y ます， 



~6 





















夕がぶ 

ガードネジ X 4 




【組立方ま】 

1タイヤの巧 y 巧け 

①シャフトフレームにシャフトを■します， 

® カラーとタイヤをシサフトにちし、シャフトの巧にタイサビンを巧して巧 y 、 タイヤを函めまず。 



巧 y 由げる 


2本体の Ky 巧け 

のシザフトフレームに本巧を■せ«す， 

@本»とシ1»フトフレームをポルト•ナットでしつか y ヒ田定しまず， （4 ■巧） 

• X 本»とシ1»フトフレームち巧 y 巧ける«、 iMSKD 影■によ y 、 祗こ本供 w のフレームの祝レトを 
通す巧のの■び度归タンク•(にプれでいる•をがち y まず，その巧をにはマイナスドライバー 
等を度巧タンクと本なフレームの■に8く*しをみ、巧のむ■を ■» しでいただくことで； W レトを 
巧すことが可能にな y まず， 

• X 巧むの6、マイナスドライバー等の工具を«く*し込まないよラにま寒してくだない， 
(な角タンクち薄の巧れがお y ます） 





【ご使用巧の準備】 

A を意 

-ガソ U ンなどの巧発巧の a い巧は K 巧に S 冉しないで<ださい。爆発«巧や义災の房因と 
な y ます。 

-打泊び体についたちは、せっけ W でずぐに巧い巧してください A BW に巧なぞ度こず可苗！び 
友 y ます。 

.ち巧ちはおず、ヒーターの！■度を停止し、ち义を■巧してか5巧って<ださい。义がついた 
ままち巧しますと、义災や事巧の■因にな y ます。 

-な巧 (J I S 1 号)む外の巧(ガソ U ン •« 巧等)は«巧に*用しないで<ださい。 

•を貧打な（ひと■待ち鱼しのな巧や、巧箭巧■巧 i ■切に行われていないな巧）、不巧打巧 
(水やオイル等灯苗 iU 外の M が8入）の a 巧はおやめください，{■巧の巧■や異 KIK 巧、 
不まを度巧の SS にな y ます。 

• ち巧□キザップをホした5、宙莫じ•めてください • a め方び京いと、 * 巧び ■ れて义化の 
H 田にな y まず。 


•燃料（巧巧）が入つていない場合 
〇お泣方ま 

•» 込ブラク S コンたントか 6 巧さ、スイツチが r 切 J になつていることを確はします， 

• 本巧を水平で受定した « 巧に ■ さます， 

• ち巧口のキザツブを外し S す * 

- お巧 □ ス h レーナにゴ S 巧ついでいないかな a しで < だない • W— 

ついでいを !• 合は、客 II に打 95 入れ給 a □ストレーナを 
巧つて < だない ♦ 

□ ストレーナち巧つ巧灯法的 18 タンクに人れないでくだない， 

巧！ • の面 B にな yCT ， 

• な巧タンク巧に水や、 35 巧乂ゥでいないかな樓しでくだない，入つでいた * ろは*巧タンクの 
» 巧巧しでくだない， 

• M 巧 □ ストレーナ 5 巧 y 巧け巧巧賴で、 a ■ れを見なび 6 巧巧 （J I S 1 «) 定こちなないよラ 
ま麵しなび & 巧 a ポンプで、 a ■ れのれが rpj 表示になるまで m 巧します，また、巧巧中に 
な a びこおれた * ろは、ウェス導で必ず as 巧つで < だない， 

• ち « が技了した 6 、巧 □ キヤッブを》 11 に歸めでくだない，キャップの » めな巧いと、等の 
時に巧进が測れることがち y まず。 




•X rpj 表示を B まミ tt 抑ま、ちちによる口をのち awmn が溢れるち讀巧ち y ますので、巧巧に 
しないで < だない。 
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•が巧—(巧な）が入っている*を 一 

〇お义前のま祖 

•お食はおず巧义し、コンセントか6»をプラグを巧いて行って 
ください。 

-な义前に巧科 a れがないか宙泛してくださ Ik a れていたち合は、 

巧巧を中化し旧売店にご巧 K ください， 

. ヒーターの ay にほこ y やゴ S ザついていないか a 巧して< ださ 
ほこ y やゴミまっていた場合が保筑 I でのい取る化 
はめ、ウェス等でほこ y 导を ffiyp * いてください ♦ 

•燃料タンク巧のお巧ちして<ださい，*扫タンク巧の K に水や 
ゴ S 巧焉まっていた i •合は、 * ちタンクの巧！#をして<ださい A 
• XK 巧を法 <■ は、受け皿（巿度品）等を下に■ま、 am タンク 
下却にちるドレンネジちゆ S めて*科ち巧いてください。 

【巧度調節】 

(1) ノブをゆるめ、 II 度ハンドルを巧って角 a を MB します> の角を上巧巧に巧如度、 nn でままず A 
(2«■の ft 度でノブ在しつか y と！■のつけて固ちします, 



【移動方ま】 

• 八ンドルを上に持ち上げて M を浮かせ、タイヤを e 巧して巧 ft します， 

• X 必ブ"ンドルを引いて巧»して<だない，巧しての巧 ft はち M でずのでお止めくだない • 


巧 







【巧巧方ま】 

•点义 

A を含 

-滿义»巧おは巧み却に麵導を巧づけないでください。 

•鱼やにおいなどがおる異常 g 巧方电またとまは宙用を止めて<ださい。 

-«义制 B 巧巧されさまでヒーターか5«れないでくだない • 

•巧■巧の白8 巧 「EJ のちはお巧ちして<だせい， 

-巧か！*ヒーターを水平で安定した a 雨に■まます • 

•巧外»ヒーターの巧み却*[方 2. SmU 上、空«お乂□巧方 2 mia 上、上方向 2 mJa 上、定ち 
を2 上の空固をちけてください • 




のスイッモ巧 r 切 J になつでいることを gB し、 

«をブラブ定コンせントに壁し&み《す， 

©スィッチを r « j または rnj にし kt ， 

• X 面ちランプがな巧しで通6が Ntt ごれない!•を 
下 S の房因が考ま&れまず， K 因を扭リ B ま、 
再巧をしでくだない • 

1 •水平で安をした巧巧に B ■しでいない 
2•スイッチが 「« J または 「 BJ の疚態で11込 
プラグをコシたントに纏し込んだ 
3. SM 巧止毎■び fi いている 


■ B ランブ 醫ちランプ 



スイツチ 


•看义しなかった巧をはスイッモを切って、巧度入れてくだない， 

• 苗乂擁巧を3回* y ちし巧ってち繼火しない時は、それな上織りちしての点义污みは巧わないで 
<ださい> 

• XI ■入後巧めてのご隹用や、 Mm 巧しなかった巧さ、な乂後、麻いが巧をずること巧友りまず • 
しば5くな巧させると麻いはおをまずので、達気を十分巧いなが S * 用して<だない， 

• X « い初めや、使冉やなち巧切れた後に M 巧をして再な火した時等、 K 蕾巧にエアーが入ると、 
な火時に)«垣び一 R 巧ちすることがち y まずが、巧•ではお y ません， 

•巧义（切）の居は、ち义後、巧8分■ろ巧フアン巧まわ yg けます。巧巧フアン停止をに S を 
プラグをコンたントか5巧いてくだない， 

• X エラーになったちさは一宜「切 J にずると By まず。 

• X 巧麵巧をい] B 条なの现*でのち用は、フレームアイの受巧面か巧れ、お义エラーとなることび 
9まされまず。取巧巧巧爵 13 P を参考にフレームアイの受巧面の点« • 巧巧をお關いします， 

• 巧■や fi 動等で巧震自 ID お义装■け巧！!して通6が停±したちにちな义ずる！•をは、スイッチを 
「切 J にし、ヒーターび壳をに居止してか6、再度スイツチを入れて再点义してください。 
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A をき 


-巧义»作後は义が免をにちえたことを*ちするまで、«れないでください。 

•ち义する W はおずスイツチを切 y 、 ヒーター 巧ちをに停化してか6、»をプラグを巧いて 
<ださい。 * 込プラグを巧いてのち义はしないで<ださい。巧ち•火災の原因とな y ます。 


①スイッチを「切 J にしまず A 

0义をちした後、ヒーターをホやすために白分运 * ファンび B さ a けてち义巧庭了します。 

® ちまにヒーターが信止したことち確居してから、»込プラグちコン它ントか5巧いてください， 


【巧巧とおち】 


么を祖 


-巧度.ホ入れは化ず巧义して!^*プラグを巧いてか5巧ラよラにしでください*懇»のおそれげ 
友 y まず> 

-な度•手入れをする际こお wnmaHMnwRK なつているため、巧をち巧態で巧ラよラにしで 
<だない • やけど巧ず8おそれが 》 y ます， 


♦日常ぶ巧 

-«巧タンクおよむ本な♦•(に] KS 眉れやな a のにじみがないか lie しで <だない， 

(打 a か满れでい合は、醒ちに a 用を中化し、條9にお出し <ださい，） 

• 棚«本巧にホコリやゴ5巧巧»していないか g ちしでくだない，がこ妨»餐巧しつか y ■なしで 
<だない，ホコ u やゴ5巧巧»した巧ブ《と、不«を««や义化の K 田にな y 、 度*です • 

♦ちに 1 回 

• 巧巧タンク巧に水やゴ5巧入つでいないか確8しで<だない，水や 3 S び乂クでいる6をは巧巧を 
しでください， 

• 巧震白 MM 乂義■の作»巧«さおこなつで<だない， 

の度巧しでい5ヒーターを巧後、または在ちに裡6しで<だない，やけどをしますので«巧に 
巧熱«を持って毎5さないでくだない， 

ち!巧■自 B 巧义 B ■びな n しで、白！!的に巧义ずるか m しでくだない> 

感再ホ义ずる J •をは、スイッチを「切 J にし、ヒーターびちをに毎让してか5、巧*スイッチを 
入れて巧な义して < だない， 

角)巧■自 ft 巧义■■巧巧 tt しないちさや、巧な义しない«るは、 K 巧店にご巧技<だない， 


•燃料 タンクの点ち 

①«巧□キでップとおなロストレーナを外してくだない， 
© MS タンク巧のな巧をしてくだない，««タンク巧の 
B に水やゴ S 巧涵まっていた場合は、««タンクの 
巧巧をしてください。 

X •巧巧を巧<ちは、 S け m (巿店品）等を下に■さ、 

«貝タンク下 S にあるドレンネジをゆるめて* e を 
巧いてくだ*い， 


ドレンネジ 
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受け皿 










♦フレームアイの点ち 

①/て ーナーカバーを 止めているネジ2 本を ホし 
バーナーカバーを巧 y まず。 外した ネジを 
なくさないよ5ま■してくだない。 


/てーナーカバー 



@フレームアイを化めてい S ネジ2本ちホし、 
a « 面のちれをちて<ださし k されいなとさは 
a 巧でず> 


フレームアイ 


感受巧面が巧れでいた J ■合は、 *5 かい巧や 一一、. , — ■ 

«禪で泣いで巧れ定巧 y •いてくだない， 

@1フレームアイち«奚に巧 y 巧け*ず， 

® /トナーカバーさ巧に!!しで < だない ♦ 受巧® 

♦ヒューズの交巧 

のバーナーカバー Sit めでいさネジ2本をホしパーナー々バーを西 y ます，ホしたネジをな<なない 
よラま■しでくだない， 

g * 巧を上におるヒュースを巧 y 外して空論します，ヒューズは 3 A (05. 2 mmX 20 mm ) の 
ちのを«用してくだない， 

® バーナーカバーを元に■して<だない， 

バーナーカバー ヒュープ 











♦おお点ちカップ 

•巧貧の巧態を ■ 泛ずまため、 S ちな巧 
カッブ巧装着されていまず。 

巧巧な巧カップ巧の)*!巧がまれていた y 、 
異巧び S さつた y している毎合には 
■ちに宙用を止め、お g いまめの IE 巧店へ 
Stt 巧巧を巧巧して < ださい。 



♦運送について 

•草に«んで邏ぶ！•合は、燃ちタンクに乂クでいるな注をた巧ポンプなどで巧いでくだない，打巧を 
巧かないヒ輸を時の SIHt でなるか眉れ出すおそれが友 y まず《 


♦長巧間巧巧しないとま（シーブンお了時など） 

•差込ブラク*コン它ントか6宙いでくだない ♦ 

-な巧タンクに)!!つでいさなさち its ポンブなどさ C 兩しで巧をに SS 面つでください《 

(№1タンタ ctmx れた cMWMmum 化し、巧团 mr る詩にしなかつたん 
不巧をな巧や、«巧中に11島巧巧ま7«ことび巧りま7«》 

-ホ保外 HI の巧れは、中巧巧巧を*つでスポンジや ■< 度つ巧*5かい巧で « S 巧つで<だ立い， 

• MS □のキサツブをしつか yiM 、 本かに巧こ y やごみ巧巧かな U よラにして、 m 日巧が当た:6ない 
aa しの S い*巧て•保■しでくだない， 
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♦が長かなと思ったら 

-»廷の巧篇をずる吊[に、巧のよ5なを巧は巧■ではち y ませんのでちラーち BB してくだない* 


な巧 

H 因 

I 

巧めて使った巧に、においや煙が化る。 

巧分をホコ U などが巧けるためでず，しば5<たつと 
な<な0まず， 

巧めて®った時や巧な巧切れて li 巧した 
をな火ずる际こ WtK ンブ巧国 » しち y 
夏音•異具- M 煙巧出る。 

B ■巧に空気が入つていさためです> な义•看火を巧い、 
配■巧のを気げ巧けるとな巧巧巧くな y ます。 

A 义良脊お乂巧に R 々本«か5具有が 
ずる。 

バーナー B のを■が K 張や巧«している音でずので 
■ちでは巧 y ません《 


♦トラプ J レの原因と巧巧 


* 込ブラクがコンたントに * S 
されていない 



度巧やにちをる 


な巧涵れ 


这•スス-臭いが出る 
巧な巧か5巧巧出る 


* 巧タンクに木か*入しでいさ 


做巧不 S 


巧■宜動ち义 B ■び巧 B した 


ムアイが巧れでいる 


度»切れ 


I 篤扫の入れずさ 


をな色芭か5の«扫漏れ 


■圧が巧 I 


鬧巧巧がをっていない 


な巧タンクに水かさ入している 


»込ブラクをコンたントに*し 
る C 


■力復巧を、再な火ず S 


ーブち夏*する 


巧定 a 巧技を S ラ 


tt 巧をずる 


»«タンク««れいにし、巧しい 

«8«11 巧 TS 


本体の水罕を mi /、 一度 le を 
巧化した後、再度火を巧ラ 


フレームアイをまれい I 


«巧を補»ずる 


la 下の屋にずさ 


ただち S 用を房止し、お!!いホめ 
巧巧巧へ適ちずる 


gEB 下の房因を取 y 持< 


ちを届巧をでち用ずる 


JWI タンクをまれいにし、巧しい 
燃扫をち巧ずる 


•« 扫か不直 


• X 上田の方まに巧ってちぶ鶴されない«合にはお■いまめ E 捆£またはち巧お客様巧 B ま□に里ち 
して<ださい。通ちの巧は»這る客 • おな-狂巧をお居克ください。 
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